
子どもを守るために!  
  

＜問い合わせ＞ 
メール：anteiyouso@gmail.com   tel：080-5033-0450 、090-1361-8751(託児受付） 

 

14：00 ～ 16：00（開場13：30） 

＜賛同団体＞ 
熊本・原発止めたい女たちの会、熊本竹林組合、山都わくわく協議会、手をつなごう！福島と、内部被ばくを考える市民研
究会、特定非営利活動法人あめのゆみRainbow project九州、百草園、千草会、熊本YWCA、暮らしに憲法を活かす山都
町民会議、タウンミーティング＠くまもと、熊本シュタイナーに学ぶ会『虹の雲』、劇団天然木、NOWAR熊本、矢部同
和教育研究サークル、ともの輪　　	

主催：安定ヨウ素剤ネットくまもと 

原発事故から被ばくについて考える講演会 

私たちは不安です。本当のことを知りたい！ 

崎山 比早子さん（さきやま ひさこ） 
 

医学博士、元放射線医学総合研究所主任研究官、 
元国会東電福島原発事故調査委員会委員、 
特定非営利活動法人3・11甲状腺がん子ども基
金代表理事、高木学校メンバー（＊裏面参照） 

託児料金：ひとり　300円 
　　(保険代込み・定員15名） 

資料代：1000円（学生500円、高校生以下無料） 

会場：くまもと県民交流館パレア 
　　　10階和室（水道町交差点角） 

2019年11月９日（土） 

100ミリシーベルト 
以下なら安全ですか？ 

熊本はこの先も
安全ですか？ 

子どもの甲状腺
がんは被ばくと
無関係？ 

放射線って？ 
風評被害って？ 

避難地域に 
もう帰っていいの？ 

別室にてお預かり致します。 
事前にお申込み下さい。(7日迄) 
 
※小学生以上は工作のワーク 
　ショップも予定しています。 
※定員になり次第締め切ります。 

講師プロフィール 



　私たち安定ヨウ素剤ネットくまもとは、2017年9月に熊本の市民有志によって立ち上げられ、
これまで、放射線に関する学習会や安定ヨウ素剤の配布活動などを行ってきました。 
　この度、当会では、放射線医学の専門家である崎山比早子先生を熊本にお招きして、市民のた
めの学習の機会を提供したいと考え、講演会を企画いたしました。 
　崎山先生は、放射線医学総合研究所の主任研究官として長年お勤めになった後、高木学校に参
加され、市民の立場に立った発言や発信をされてきました。2011年の東電福島原発事故以降、
福島県で多発している小児甲状腺がんの子どもとその家族をサポートする活動を続けておられま
す。 
　小児甲状腺がんの原因となる放射性ヨウ素やその他の放射性物質は、福島県内にとどまらず広
く東日本に広がりましたが、政府は被ばくの実態を明らかにせず、復興庁発行の冊子「放射線の
ホント」や小中学校で配布されている「放射線副読本」などによって「放射線安全神話」の形成
を図っています。 
 
 私たちは甲状腺がんだけでなく、様々な被ばくの実態を知り、被害に苦しむすべての人々に思
いを馳せ、痛みを分かち合いたいと思います。 
 
　一方、私たちの住む熊本県は、福島事故以来いち早く再稼働した、佐賀の玄海原発、鹿児島の
川内原発、四国の伊方原発に三方から囲まれております。熊本市は3原発から100キロあまり、
水俣市は川内原発から約50キロの距離にあります。  
 
 もし万一これらの原発で重大事故が発生した場合、住民に被害が及ぶことは火を見るより明ら
かです。福島の今は、熊本の明日の姿かもしれません。ところが、市民の間では、福島事故以降
高まった放射能や放射線への関心が、8年経った今、薄れてきていると思われます。   
　このような中、専門家を通して正しい知識を身につけ、特に、放射線被ばくの影響が大きい子
どもたちの命を守るために、私たちは何ができるのか、共に考えたいと思います。  
 
    

もし、原発事故が 
起こったら… 

● 崎山比早子講演会 
11月10日（日）＠水俣市 
主催：原発避難計画を考える 
　　　　　　　　　水俣の会 
詳細はお問い合わせください。
(090-8229-0539 永野） 

● 安定ヨウ素剤学習会&配布会 
12月1日（日）午後2時～ 
＠平和クリニック２階会議室 
（熊本市中央区本庄2-15-18) 
主催：安定ヨウ素剤ネットくまもと 
(080-5033-0450、090-7440-7067) 
 

お知らせ 

３原発に囲まれる熊本県 

高木学校：原子力業界から独立した市民の
ためのシンクタンク原子力資料情報室元代
表・故高木仁三郎によって1998年に創設
された「市民科学者」育成の場。「世の中
を少しでも住みやすく、より良くしていく
ために、科学や技術が役に立つように、市
民の立場からみんなが活動するような場で
あって欲しい」という思いが込められてい
る。 
高木氏はプルトニウム利用の危険性を世界
に広く知らせた科学的・社会的貢献により、
もう一つのノーベル賞と呼ばれるライト・
ライブリフッド賞を受賞した物理学者。こ
の賞は、平和や人権、環境など人類が今日
直面する課題の解決に尽力した個人や団体
に与えられる。 


